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概    要 

1 （著書） 

 医療福祉総合ガイドブック 

2023 年度版 

共著 2023 年４月 医学書院 概要：2023 年度版として、医療機関の説明から

医療費制度、高 齢・障がい・児童領域など各分 

野別に社会福祉制度を紹介。担当は医療サー 

ビスであり、医療提供のしくみからすべての医療

費助成制度など、疾患に応じた制度を紹介。 

（総頁数：328 担当：pp1７-４５）（共著者： 

飯田花緒里、飯 田ひとみ、池田岳司、田川雄 

一、他） 

2 （著書） 

地域包括ケア時代の医療ソー

シャルワーク実践テキスト改訂

版 

 

共著 2021 年 9 月 日総研 概要：本書は利用者理解入門、医療ソーシャル

ワーク実践の基礎、業務の実際など医療ソーシ

ャルワーカーに必要な知識・技術・価値を盛り 

込んだ著書となっている。医療ソーシャルワーク

の今日的実践例および倫理的課題について提

示。 

（総頁数：239 担当ページ：ｐｐ72-75.169-171）

（共著者：村上須賀子、大垣 京 

子、小嶋章吾、田川雄一、他） 

３ 

 

（報告・発表） 

医療ソーシャルワーク実習に

関するアンケート調査（第一

報） 

Questionnaire Survey on 

Social Work Practice in 

Health Services 

共著 2022 年 9 月 日本医療ソーシャル

ワーク学会 宮城大

会 

概要：本研究の目的は、（1）次世代の医療ソー

シャルワーカー（以下 MSW）養成および研修の

あるべき姿を探索する、（2）MSW 養成手段の一

つである実習教育について現状を把握する、

（3）MSW養成に関して会員各位の率直な意見を

収集することである。質問紙調査を実施し、実習

指導体制（MSW 数、実習指導者数）、実習指導

者講習会の受講状況、コロナ禍が実習に及ぼし

た影響等、4 件法および自由記述を用いて調査

した。 

（共著：村上須賀子、竹中麻由美、河野喬、正畠

忠貴、田川雄一、他） 

4 （著書） 

新版人と社会に向き合う医療

ソーシャルワーク 

共著 2020 年 3 月 日本機関紙出版セ 

ンター 

概要：健医療分野における知識、技術、価値、多

様な領域に挑戦する医療ソーシャルワークを論

じている。実践における事例を担当。 

（総頁数：412 担当ｐｐ199－206.273-280）（共著

者： 木原和美、岩本貴士、黒岩晴子、後藤至

功、是澤雅代、 高木成美、田川雄一、他） 

5 （学術論文） 

 高度救命救急センターへ搬

送される高エネルギー外傷患

者・家族への医療ソーシャル

ワーカーの支援プロセス  

Processesof care development 

provided by medical social 

workers for patients with 

highenergyinjuries and their 

families  presenting to 

advanced emergency critical 

care centers 

共著 2018 年１月 日本社会医学会 

社会医学研究 

論文全体の概要：本研究では高度救命救急セ 

ンターに搬送された高エネルギー外傷患者・家

族においての医療ソーシャルワーカーの支援展

開プロセスを明らかにすることを目的とした。 質

的研究法である、修正版グラウンデッド・セオリ

ー・アプローチ（M-GTA）を用いて、特定機能病

院で業務する 9 名の医療ソーシャルワーカー

へインタビュー調査を実施。退院決定までのプロ

セスでは、患者・家族の主体性がどのように変化

していたのかを捉えるとともに、医療ソーシャルワ

ーカーが状況に応じて各アプローチを変容させ

て支援していることが明らかとなった。 

（田川雄一、眞砂照美）（ｐｐ119-127）  


